
                           私のアイデンティティと日語日文学科

                                                                       イ·Xイン
  

  こんにちは、日語日文学科2年生のイ・Xインです。

  私は本日「私のアイデンティティと日語日文学科」をテーマにみなさんにお話したいと思い

ます。高校の時、私は韓国の歴史と東アジアの歴史の授業を通じて、歴史は単なる過去の物語

ではなく、現在や未来を理解する上で重要な役割を果たすことに気づき、歴史学科に進学した

いと思いました。特に韓国の歴史における日本について強い関心を持っていました。日韓ハー
フである私は、歴史を学ぶ中で国を奪われた痛みを感じながらも、その日本を憎むことはでき

ませんでした。私が韓国の学校で学んだ歴史と、母が話してくれた、日本で教えている歴史が

異なっていたため、母と歴史についてたくさん話し合いました。そうしているうちに、だんだ

ん韓国と日本の歴史についてより客観的で正確な事実を学びたくなりました。日韓問題を深く

理解するためには、両国の状況と歴史を知る必要がありますが、日本の視点からの歴史を知ら

ないまま韓国の視点だけを見ていては、日本を正しく理解することはできないということに気
づきました。私はどちらの側も憎むことのできない立場にいるため、韓国と日本の両方の視点

から歴史を学びたいと思いました。日本の歴史を学ぶためには、日本語は基本であり、文化や

思想など、日本という国についてまず理解する必要があると考え、日語日文学科に進学したの

です。

   私が韓国と日本の関係改善のために働こうと決心したきっかけとなった本があります。それ

はイ・ヒヨン作家の『ペイント』という本です。本のタイトルの『ペイント』は「ペアレント

インタビュー」のことです。この本は、「ncセンター」という施設に預けられた子供たちが自

分で面接をして親を選ぶという未来の話です。その本の「人々がncセンターの子供たちを差別

するからといって、私たちがnc出身であることを隠すのは根本的な解決策ではありません。nc

出身に対する差別をなくせるのは、ただnc出身の人たちだけです。」という一文が私に深く響

きました。もし私が日韓ハーフでなかったら、ひと事だと無関心に生きていたことでしょう。

しかし、私は日韓ハーフとして、両国の問題を少しずつでも解決していくことがこの社会の発
展につながると思いました。

  明知大学の日語日文学科に入学し、日本語だけでなく、日本の歴史や社会、日韓問題などを

学びながら、日本についても、自分自身についても、より深く考えるようになりました。自分

自身、日韓ハーフはどちらの側にも完全には属さないので、アイデンティティ·クライシスに

陥ったりもしました。しかし観点を変えれば、2つのアイデンティティを持っており、両方の

立場を理解できる客観的でバランスの取れた有利な立場にいるとも言えます。そのために、韓

国人や日本人よりも日韓両国により貢献できる仕事ができると思います。日韓ハーフという利

点を活かして、将来は韓国と日本の関係を改善する仕事に先駆けて取り組みたいと思っていま

す。具体的な計画はまだ立てていませんが、今は学生としてもっと頑張って勉強し、できるか

ぎり多くの経験を積んでいきたいと思っています。ご清聴ありがとうございました。


